	試験問題
	教務課への連絡事項欄
	受付印

	
	なし
	


	芝浦工業大学
	学籍番号
	学科
	年度
	番号
	学年
	
	氏名
	解答例
	
	採点
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	実施日
	2008年8月5日
	時限
	1
	科目
	電力系統工学1
	担当者
	藤田吾郎  印
	用紙この１枚のみ

持ち込みは通信機能のついた機器 (携帯電話など) を除きすべて可

	学科
	電気工学科
	学年
	3年
	クラス
	
	履修者
	105名
	時間
	70
	


問1～10に答えよ。(各10点)

問1  直流送電設備の構成機器を2つ取り上げ，その役割についてそれぞれ説明せよ。

→ 変圧器 : 電圧変換，サイリスタ : 交直変換用，進相コンデンサ : 力率調整用，フィルタ : 高調波成分吸収用，など。
問2  我が国における揚水発電所の果たす役割を，日負荷曲線を交えて説明せよ。

→ 図を入れていること，夜間の余剰電力を使用して水をくみ上げ，ピーク時に発電する。
問3 TCR式SVCの動作波形を描き，固定コンデンサ容量
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およびリアクトル制御量
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から要求量
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の関係を数式として表し，この動作波形に追記せよ。

→ 図を入れていること，
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または
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の正負の関係が明示的ではないため，どちらでも良いとした)。

問4  三相送電線の相互に生じる相互インダクタンスを，特定の1本の送電線から見た等価インダクタンスに変換する方法について説明せよ。(正相成分についてのみでよい)
→ ある電線路からみた他の2本の電線路は，
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が流れている1つの電線路と等価であるという図を示せばよい。

問5  単位長さの三相送電線路において，1本あたりの自己インダクタンスが3 [mH]，線路対線路の相互インダクタンスが0.5[mH]のとき，正相インダクタンスを求めよ。
→ 
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問6  送電線の分布定数回路の解析に関して，テキストp.14，図2において，
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の関係を示す式を示せ。

→ 
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問7  サージインピーダンス
[image: image12.wmf]1
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の線路から，
[image: image13.wmf]/4
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の線路に電位Vが進行した。進行波と反射波を求めよ。
→ 進行波
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，反射波
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問8  定格容量500MVA, 1次側定格電圧200kV, 2次側定格電圧20kV, 結線方式Y-(の変圧器がある。2次側から見た漏れリアクタンスが1(.であるとき，1次側から見た漏れリアクタンスを求めよ。
→ 1次側のベースインピーダンス
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，2次側のベースインピーダンス
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，2次側から見た漏れリアクタンスを
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とすると，
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問9  送電線のインピーダンスが
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 [(]，対地アドミタンスが
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 [S]，送電端電圧が
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[kV]，受電端の電圧が
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である。原点から送電端電力円線図の中心までの距離を求めよ。

→
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。または1259(106でもよい。
問10  もっとも誤っている文章はどれか? またその部分を修正せよ。
A. 受電端電力円線図の円の半径は，送電端電圧および受電端電圧にそれぞれ比例する。

B. わが国の直流送電設備の運用をみると，広域運用体制のもと，互いに供給不足を補う機能がある一方，著しい供給不足となる緊急時には，系統連系を解列して，事故波及を防止する機能も果たしている。

C. 対地アドミタンスは通常，虚数部のみで表される。

D. 潮流方程式は非線形方程式なので，潮流計算では収束計算が必要となる。

→ ○E. 無効電力には遅れと進みがある。遅れをプラス値として表すと，進みもプラス値はマイナス値となる。
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